ボヴァリー フジン ニ オケル カタラレル シンタイ エンマ ノ シンタイ ビョウシャ ニ ミラレル ジェンダー イシキ ニ チャクモク シテ by 野田 いおり
『ボ ヴ ァ リー 夫 人 』 に お け る 語 ら れ る 身 体
一 エ ンマの身体描写 に見 られ るジェ ンダー意識 に着 目して一
 The Narration on Madame Bovary's Body 
  A gender-conscious description of Emme's body
野 田(水 町)い お り
 Iori Noda (Mizumachi)
要旨:




エンマを見る男たちのまなざしを調べてみると、 シャルルは 「妻」 として、 ロドルフは 「遊び




しか しながら、エンマは男たちのまなざ しによる拘束から逸脱 しようとする。多 くの女性たち
が男性の視線にさらされ、評価される客体にしかすぎなかった社会規範の中にあって、エンマは
自らを類型化 しようとする男たちの視線を受容するだけの女ではなかったのである。エンマは男




性優位の規範を内包 した男性たちの視線の拘束からの解放に挑戦 し、失敗 した一人の女の物語」
という新 しい読み方を提案できるのではないだろうか。
キーワー ド:『 ボヴァリー夫人』 視線 身体描写 ジェンダー 社会規範 七月王政
　 テ ク ス トは ア ル ベ ー ル ・チ ボ ー デ(Albert　 Thibaudet)と ル ネ ・デ ュ メ ニ ル(Rene　 Dumesnil)編 集 に
よ る プ レイ ア ッ ド版 全集 の 第1巻 を 用 い た。(OEuvres　 completes　 de　 Gustave　 Flaubert,"Bibliotheque
de　la　Pleiade",　 Gallimard,5vols,1983.)本 文 中 の 引用 は そ の ペ ー ジ数 の み を 記 す 。 なお 、 日本 語 訳 の下
線 は、 筆 者 が 強調 の た め に記 した もの で あ る。
本 論 文 で は、 ギ ュス タ ー ヴ ・フ ロ ベ ー ル1著 『ボ ヴ ァ リー 夫 人 』2を取 り上 げ、 主 人 公 エ ンマ の
身 体 描 写 を 通 じて 、小 説 の背 景 で あ る七 月 王政 期 に お け る女 性 の身 体 に対 す る ジ ェ ンダ ー意 識 を
分 析 す る。
『ボ ヴ ァ リー夫 人 』 は、 ロマ ンテ ィ ックな甘 い感 傷 と夢 の よ うな結 婚 生活 に憧 れ て 田舎 医 者 シ ャ
ル ル と結 婚 した主 人 公 エ ンマ が、 す ぐに単 調 な現 実 生 活 と夫 の凡 庸 さ に幻 滅 し、 満 た さ れ な い感
情 に身 を焼 か れ、 甘 い夢 を追 って不 倫 を し、 借 金 を 作 り、 最終 的 に は服毒 自殺 をす る とい うス トー
リー を 描 い た もの で あ り、19世 紀 の フ ラ ンス文 学 を代 表 す る傑 作 で あ る。
作 者 で あ る フ ロベ ー ル は、 ドラマ ー ル事 件 を着 想 と して 『ボ ヴ ァ リー夫 人 』 を執 筆 した。 ドラ
マ ー ル 事 件 と は、 フ ラ ンス 北 西部 の 町 ル ー ア ン近 郊 に あ る リー とい う村 の 開業 医 ウ ジュ ー ヌ ・ ド
ラマ ー ル の妻 デル フ ィ ヌが不 貞 を働 き、 借金 を苦 に 自殺 した事 件 の こ とで あ る3。 当 時 、 ドラマ ー
ル 事 件 は、 そ の不 道 徳 な 事 件 の 内容 か ら世 間 を 大 き く騒 が せ た。 ま た、 『ボ ヴ ァ リー夫 人 』 自体
も、1856年 に出 版 され るや い なや 、 「不 倫 を した 末 に 自殺 をす る妻 の物 語 」 と い うス キ ャ ンダ ラ
ス な 内 容 が 、 反 宗 教 、 社 会 風 俗 を乱 す とい う理 由 で 出版 を め ぐ り裁 判 に な って い る4。 こ れ らの
事 実 を 通 して 、 当 時 の プ ラ ンス に お い て は、 女 性 の不 貞 に対 して は 男性 の そ れ とは比 較 に な らな
い ほ どの厳 しい 目が 向 け られ、 女 性 の不 道 徳 が社 会 の激 しい批 判 の対 象 とな って い る こ とが容 易
に 想 像 で き るだ ろ う。
そ もそ も、 『ボ ヴ ァ リー夫 人 』 の 時 代 背 景 と な った七 月 王 政 期 の 社 会 的 特 徴 の一 つ と して 、 保
守 的 で 家 父長 的 な 男性 優 位 の社 会 規 範 が あ げ られ る。 当 時、 女 た ち の多 くは男 に仕 え、 男 に見 ら
れ 、 男 に よ って評 価 され る対 象 で あ った。 女 た ち は、 男 に評 価 さ れ る客 体 と して、 男 に気 に入 ら
れ る振 る舞 い方 を 身 に つ け、 自 らの 身体 を加 工 した の で あ る。 この こ とに つ い て、 小 倉 孝 誠 は、
『女 ら しさ は ど う作 られ るか 』(法 蔵 館 、1999年 、p.iiiの 中 で 次 の よ うに述 べ て い る。 「歴 史 的
に 言 え ば 、 近年 に い た るま で女 の 身体 は 男 に よ って見 られ、 対 象 化 さ れ て きた。(中 略)と くに、
女 性 の 身 体 は、 さま ざ まな 意 味 で男 性 の身 体 よ り も歴 史 性 や社 会 性 を 強 く刻 印 さ れ て い る」。 な
らば 、 女 性 た ち の 身体 に 歴 史性 や社 会 性 を付 与 した男 性 の視 線 とは い か な る もの で あ った の か。
彼 女 た ち の 身 体 に 向 け られ た視 線 に は、 どの よ うな ジ ェ ン ダー意 識 が存 在 した の だ ろ う。
筆 者 は、 以 前 、 シ ャル ル の 視 点 や視 線 と読 者 との 関 係 性 に つ い て考 察 した`。 そ の 際 、 シ ャル
ル の視 点 は三 人 称 小 説 で あ る 『ボ ヴ ァ リー夫 人 』 に読 者 た ちを 引 き込 む プ ロベ ール の ス トラ テ ジー
で あ る こ と、 ま た 、 シ ャル ル の視 線 を通 じて読 者 た ち が ス トー リー を追 う物 語 展 開 の仕 組 み を解
1GustaveFlaubert(1821-1880)以 後、 フロベール と記載 す る。
2フ ランス語 原題Madame Bovary出 版年 は1857年 。
3世 界 文学全集15伊 吹武彦訳 『ボ ヴァリー夫人」、河 出書房、1966年 、p.488。
4ボ ヴ ァリー裁 判 につ いて は、 山川篤著 『ボ ヴァ リー夫人研究 」(風 間書房 、1970年)に 詳 しい記載が あ
る。
5野 田(水 町)い お り著 『ボ ヴァ リー夫人」 にお ける シャルルの役割 について一視点 ・視線か ら シャルル
の役割 を考察 す る(『 人 間文化研究」No.12、2009年)を 参照 されたい。
明 し、 シ ャル ル が 物語 の 誘 導(ナ ビゲ ー ター)の 役 割 を担 って い る こ とを指 摘 した。 しか しな が
ら、 シ ャル ル の 視 線 に 見 られ る ジ ェ ン ダー性 に つ い て の考 察 は筆 者 の課 題 と して残 さ れ て い た。
そ こで 、 以下 に 本稿 が考 察 の対 象 とす る女 性 の身 体 と ジ ェ ン ダー に つ い て の先 行 研 究 を ま とめ て
お きた い。
ア ラ ン ・コルバ ン6や ミ シェル ・ペ ロー7ら に よ って、 「女 性 の身 体 」 が歴 史 的 考 察 の 対 象 とな っ
て 以 来 、 文学 に お い て も女 性 の 身体 表 象 を テ ー マ と した議 論 が数 多 くな さ れ て きた。 と くに 『ボ
ヴ ァ リー 夫 人 』 に 関 して言 え ば、 さ き ほ ど紹 介 した小 倉 孝 誠 が、 著 書 『女 ら しさ は ど う作 られ る
か 』 の 第2章 で エ ンマ の 身体 に着 目 し、 エ ンマ を見 つ め る男 性 の視 線 や エ ンマ 自身 の視 線 を取 り
上 げ て考 察 を行 っ て い る。 ま た、 宮 下 志 朗 は 、 『読 書 の 首 都 パ リ』(み す ず 書 房 、1998年)や
『本 を読 む デ モ ク ラ シー』(刀 水 書 房 、2008年)に お いて 、 読 書 に よ って ロマ ンテ ィ ック な夢 想
癖 を 形 成 し、 貸 本 屋 の熱 心 な顧 客 で もあ った エ ンマ を 「本 の密 漁 者 エ ンマ」 と呼 び、 読 書 を す る
女 性 の 身 体 表 象 や 、読 書 に お け る性 差(ジ ェ ン ダー)に つ い て論 じて い る。 さ らに、 バ ル ガ ス ・
リ ョサ は 『果 て しな き饗 宴 』(工 藤庸 子訳 、 筑 摩 書 房 、1998年)の 中 で 、 エ ンマ の身 体 描 写 の美
しさ につ いて作 品 の 構造 や プ ロベ ー ル の描 写技 法 の分 析 を通 じて論 及 を行 い、 ま た、 ル ネ ・ジ ラー
ル は 『欲 望 の現 象 学 』(古 田 幸 男 訳 、 法 政 大 学 出版 局 、1971年)に お い て、 「欲 望 の三 角 形 」 つ
ま り 「欲 望 、 他者 、主 体 」 とい う三 者 の 関係 性 に お け るエ ンマ の悲 劇 や身 体 性 に つ い て言 及 して
い る。 しか しな が ら、 これ らの研 究 は、 エ ンマ の 身体 描 写 に お け る ジ ェ ン ダー意 識 に つ い て の言
及 が 十 分 で はな く、現 在 ま で 「男性 の視 線 が持 つ ジ ェ ン ダー意 識 とそ れ に影 響 を受 け る存 在 と し
て の エ ンマ」 とい う視 点 で の 『ボ ヴ ァ リー 夫人 』 の考 察 もな さ れ て い な い。 つ ま り、 登 場 人 物 の
視 線 に 着 目 して 『ボ ヴ ァ リー 夫人 』 の ジ ェ ン ダー性 に つ い て解 明 す る試 み は未 開拓 の分 野 な の で
あ る。
そ こで 、 本 論 文 で は、 『ボ ヴ ァ リー夫 人 』 と い う作 品 に お いて 、 主 人 公 で あ る エ ンマ の身 体 が
男 た ち か ら どの よ うに 見 つ め られ、 評 価 され て きた の か を 明 らか に し、 男 た ち が エ ンマ に 向 け る
視 線 の 中 に どの よ うな ジ ェ ン ダー意 識 が存 在 す るの か を分 析 した い。 エ ンマ は不 貞 を働 き、 夫 以
外 の 男 性 、 す な わ ち年 上 の愛 人 や年 下 の恋 人 と も関係 を持 って お り、 異 な る関係 性 に よ って生 み
出 さ れ た多角 的 な視 線 を享 受 す る存 在 で あ る。 多 面 的 な ま な ざ しを受 け る主 人 公 を描 い た 『ボ ヴ ァ
リー 夫 人 』 は、 女 性 の 身体 に む け られ た視 線 を分 析 す る こ とで女 性 の身 体 を拘 束 す る ジ ェ ンダ ー
意 識 を 解 明 しよ う とす る本 論 文 に と って格 好 の材 料 と言 え るだ ろ う。
な お 、 本論 文 で は、 作 家 や語 り手 の視 線 に つ い て は論 及 せ ず、 登 場 人 物 の視 線 の み を考 察 の対
象 と した。 具 体 的 に は、 夫 の シ ャル ル、 愛 人 の ロ ドル フ、 レオ ンの三 人 の男 た ち の視 線 の 中 に描
6コ ルバ ン著 『身体 の歴史」(藤 原書店、2010年)は 、女 性の身体性 を理解 す る上で大変有益 な資料 であ
る。歴 史、文学、 医学 などの多角的な視点 か ら女性 の身体 を論 じている。
7ペ ローは 『女 の歴史」(藤 原書 店、1996年)の 中で、女性 の身体 につ いて、 中世、近世、近 代 に渡 り、
その時代の特徴 を とらえなが ら、詳 しい歴史 的考察 を行 っている。
か れ た エ ンマ の姿 を取 り上 げ、 それ ぞ れ の男 た ち と の関 係性 も含 め て エ ンマの 身体 描 写 を比 較 し、
分 析 を試 み る。 第1章 で は、 エ ンマ に対 す る シ ャル ル の視 線 の変 化 と関係 性 、 第2章 で は、 ロ ド
ル フの 視 線 が知 覚 した エ ンマ の姿 、 第3章 で は、 ジ ェ ン ダー ロー ル が逆 転 した エ ンマ と レオ ンの
視 線 の 変 遷 を た ど りな が ら、 エ ンマ の身 体 描 写 を 通 じて 、 『ボ ヴ ァ リー夫 人 』 に描 か れ た ジェ ン
ダー 構 造 を 明 らか に して い きた い。
第1章 エ ン マ に 対 す る シ ャ ル ル の 視 線 の 変 化 と 関 係 性
第1章 で は、 シ ャル ル が エ ンマ の 身体 を どの よ うに捉 え た の か に つ い て、 結 婚 前 、 結 婚 を意 識
した 時、結 婚 後 の 三 つ に分 けて分 析 し、 エ ンマ を見 つ め る シ ャル ル の視 線 に ど の よ うな ジェ ンダー
意 識 が 隠 され て い るの か を考 察 す る。
1、 結 婚 前
シ ャル ル とエ ンマ が 初 め て 出会 った 時、 す で に シ ャル ル は結 婚 して お り年 上 の妻 が い た。 シ ャ
ル ル は出 会 って す ぐに エ ンマ の 目に惹 か れ、 エ ンマ の 目の特 徴 を次 の よ うに捉 え て い る。
彼 女 の 中 で 一番 美 しい も の。 それ は 目 だ。 茶 褐 色 な の だが 、 ま つ毛 のせ い で黒 く見 えた 。 ま
な ざ しは無 邪 気 な大 胆 さ で、 ま っ す ぐ に見 据 え る 目 で あ っ た。(p.27)
エ ンマの 無 邪 気 な視 線 は子 ど も の よ うで もあ り、 「男 を じっ と見 据 え る 目」 は女 性 と して の規
範 や マ ナ ー を 逸 脱 し8、 エ ロ ス的 な もの と結 びつ く可 能 性 を内 包 して い る9。 エ ンマ は無 邪 気 な子
ど も ら しさ と挑 発 的 な大 人 の女 性 の視 線 の両 方 を持 ち 合 わ せ て お り、 シ ャル ル は両 義 性 を持 つ エ
ンマ の 目を 「一 番 美 しい」 と捉 え て い る。 で は、 エ ンマ の 目以 外 の部 分 に つ い て、 シ ャル ル は ど
の よ うに知 覚 して い るの だ ろ う。
シ ャル ル は 、彼 女 の爪 の 白 さ に驚 い た。 爪 は つや つや 光 っ て、 先 が 細 く、 デ ィエ ッ プの 象 牙
細 工 よ りも 、 も っ と き れ い に みが かれ 、 先 を ま る く切 っ て あ っ た。 一 方 、 彼 女 の 手 は、 それ
ほ ど美 しく な か っ た。 お そ ら く 白 さが 十 分 に は足 りな い の だ ろ う。 そ して、 関 節 の と こ ろが
少 し骨 ば って いた 。 ま た 、 少 し長 す ぎ て、 輪 郭 に 曲 線 の 柔 らか み が 足 りな か った 。(中 略)
白 い折 襟 か ら頸 筋 が 出 て い た。 髪 は きれ い な細 い線 で まん 中か ら分 け、 両 側 の 黒 髪 はな め ら
8小 山美沙子著 『7月 王政下 のあ る女性用百科事 典』(日 仏教 育学会第3号 、1997年)に 、 当時の女性 に
求め られたマナーやエチケ ッ トについての詳 しい記載 がある。
9工 藤庸 子著 『フランス恋愛 小説論」(岩 波書店、1998年 、p.21)に 、 「見る ことは、対象 に対す る具体的
な情報 を集 め るだけでな く、 もっとエ ロス的な もの と関わ っている」 との指摘 がある。
か で そ れ ぞ れ 一 つ に ぴ っ た りと く っ つ い て い る よ う だ。 分 け た筋 は、 頭 の 曲線 と お り に軽 く
くぼ ん で い る。 髪 は、 耳 たぶ を ち ょっ と見 せ 、 額 の両 際 の と こ ろ で 田舎 の 医者 が 初 め て見 る
よ うな ウ ェー ブを作 って、 後 ろ の 豊 か な髭 と一 つ にな って い る。 頬 はバ ラ 色 だ っ た。 まる で 、
男 の よ う に 、 胸 の と ころ の 二 つ の ボ タ ンの あ いだ にべ っ こ う の 眼鏡 を さ して い た 。(pp.33-
34.)
上 記 の長 い 引 用 に 示 され た 通 り、 シ ャル ル の視 線 は エ ンマ の 身体 を な ぞ り 「ま る で エ ンマ の肌
を 撫 で るか の よ うに10」 輪 郭 、 色 彩 、 光 沢 な どを 敏 感 に、 そ して そ の細 部 まで 克 明 に描 写 して い
る。 しか し、 シ ャル ル の ま な ざ しが捉 え るエ ンマ の 身体 は、 指 と顔 とそ の構 成 要 素 だ け で あ り、
胸 や 背 中 や 腰 や 肢 な どの 身体 全 体 の 輪郭 を捉 え て は い な い。 お そ ら く愚 直 な ま で に純 粋 で真 面 目
な シ ャル ル の 視 線 は、慎 み深 く、 恥 ず か しそ うに、 伏 し 目が ち に エ ンマ の姿 を捉 え た た め、 エ ン
マ の 全 体 像 を 把 握 す るま で に 至 って い な い の で は な い か。 これ は、 子 ど もの よ うな、 あ る い は挑
発 的 な 大 胆 さで シ ャル ル を 見据 え るエ ンマ の視 線 とは対 照 的 で あ る。
で は次 に 、 シ ャル ル が エ ンマ との結 婚 を意 識 した 時、 シ ャル ル は エ ンマ の身 体 を ど の よ うに捉
え 、 描 写 して い るの か に つ い て み て い こ う。
2、 結 婚 を 意 識 した 時
シ ャル ル の最 初 の 妻 エ ロイ ー ズ は、 シ ャル ル が若 い エ ンマ に惹 か れて い くの を見 逃 さ なか っ た。
エ ロ イ ー ズ は、 シ ャル ル が エ ンマ の父 で あ るル オ ー じい さん の往 診 に行 くた び に、 「本 当 は、 あ
の お 嬢 さん(エ ンマ)に 会 い に行 くの だ ろ う」 と シ ャル ル を責 め立 て た。 シ ャル ル は妻 に遠 慮 し
て 往 診 に 行 くの を 控 え て い た の だ が、 そ の よ うな折 、 突 然 に妻 は亡 くな り、 喪 が 明 け る とす ぐに
シ ャル ル はル オ ー じい さん の 家 に 出 向 い て い った。
あ る 日、 彼(シ ャル ル)は3時 頃 に(エ ン マ の 家 を)訪 ね て き た。(中 略)エ ンマ が 窓 と暖
炉 の 間 で裁 縫 を して い た。 あ ら わ な肩 の上 に、 細 か い汗 の しず くが 見 え た。(pp.34-35)
田 舎 風 にエ ンマ は飲 み 物 を す す め た 。(中 略)グ ラ ス は ほ とん ど空 な の で 、 彼 女 は 反 り返 っ
て飲 ん だ。 仰 向 い て、 唇 を尖 ら せ、 頸 を の ば しなが ら、 口 の 中 に何 の感 じもな いの を おか し
が って笑 う と 、舌 の 先 が 美 しい 歯 の 間 か ら出 て 、グ ラ ス の 底 を ぺ ロぺ ロな め た 。(pp.36-37)
シ ャル ル が 結 婚 を意 識 した 後、 シ ャル ル の視 線 は 明 らか に変 化 して い る。 慎 み深 く控 え 目 で、
10小 倉孝 誠 『女 らしさはど う作 られたのか」法蔵館、1999年 、p.99。
エ ンマの 全 体 像 さ え捉 え る事 が で き な か った 視 線 と は大 き く異 な り、 「あ らわ な 肩 の 上 の汗 の し
ず く」 や 「ペ ロペ ロ舐 め る舌 」 な ど、 シ ャル ル の視 線 が エ ンマ の官 能 性 を見 い だ して い る こ とが
読 み とれ る。 真面 目で 実 直 な 男 の シ ャル ル で さ え、 結 婚 す る女 を 見 る視 線 は エ ロテ ィ ック に変 化
す るの で あ る。 シ ャル ル が学 生 時代 に愛 人 に で もで きそ うな お針 子 に 向 け た視 線 も、 年 上 の妻 エ
ロイ ー ズ に 向 けた 視線 も官能 的 な もの で は な か った。 シ ャル ル が エ ロテ ィ ッ クな視 線 を 向 け た相
手 はエ ンマ た だ一 人 で あ った。 この 点 か ら も、 シ ャルル の誠 実 な性 格 を見 る こ とが で きる だ ろ う。
で は、 結 婚 した 後 、 シ ャル ル はエ ンマ に どの よ うな視 線 を送 った の だ ろ う。
3、 結 婚 後 の シ ャル ル の 視線
次 の 引 用 は、 結 婚 した後 に 、 自分 の横 で 眠 るエ ンマ の 目を見 た 時 の シ ャル ル の様 子 で あ る。
こ ん な に近 く で見 る と、 妻 の 目 は、 瞬 き を す る 時 な ど は と りわ け大 き く見 え る。 影 にな る と
黒 っ ぼ く、 明 る い とこ ろで は濃 い 青 色 に、 次 々 に色 の層 に な っ て、 奥 の 方 は あ く まで も 濃 く、
エ ナ メ ル の よ う な表 面 に近 付 く に つれ て、 色 は薄 く な っ て い る。(p.45)
本 来 、 エ ンマ の 目の 色 は茶 色 で あ る。 しか しな が ら、 シ ャル ル に よ って知 覚 さ れ た エ ンマ の 目
は、 黒 、 濃 い青 、 色 の 層、 薄 い青 … と、 現 実 の色 とは異 な る色 彩 の重 層 性 で描 か れ て い る。 もち
ろん 光 の 具 合 で 色 彩 は変 化 す るだ ろ う。 エ ンマ の 目の色 が変 化 す るの は、 シ ャル ル が エ ンマ の姿
を 多 角 的 に 発 見 し、 エ ンマ の 多面 性 に気 が付 い た と推 察 す る こ と も可 能 か も しれ な い。 しか しな
が ら、 「シ ャル ル に は初 め て会 った 時 と違 う彼 女 の姿 、 ま た は、 さ き ほ ど別 れ た ば か り の彼 女 の
姿 と違 う姿 は、 頭 に浮 か ば なか った 。11」と い う引 用 が 示 す よ う に、 シ ャル ル に と って は初 め て
会 った 時 と ほん の一 瞬前 の エ ンマ の姿 が 全 て で あ り、 そ れ以 外 の エ ンマ の姿 を思 い 出 す こ とさ え
で きて い な い こ とを考 え る と、 シ ャル ル が エ ンマ の 多面 性 を 発見 した とは考 え に くい。 さ らに、
結 婚 前 に は、 「彼 女(エ ンマ)の 中 で 一 番 美 しい もの、 そ れ は 目だ 」 と述 べ て、 エ ンマ の身 体 的
特 徴 を 象 徴 化 して い た エ ンマ 目の色 が、 見 る角 度 や光 線 の影 響 が あ った に せ よ、 この よ うに さ ま
ざ ま に 変 化 す るの は不 自然 で あ る。 した が って、 エ ンマ の 目の色 が く る く る変 わ る の は、 シ ャル
ル が 対 象 で あ るエ ンマ の 本来 の姿 を把 握 せ ず、 主 観 的 に、 つ ま り 自分 の 見 た い よ うに 見 て い る こ
とを 表 して い るの で はな い か と筆 者 は推 測 す る。 しか し、 な ぜ、 シ ャル ル の視 線 が そ の よ うに変
わ った の だ ろ う。 そ の理 由 は、 次 の一 文 に説 明 を求 め る こ とが で き るだ ろ う。
シ ャル ル は 、心 か ら う ち こ ん だ こ の美 しい女 を、 も う一 生 自分 の も の とす る こ とが で きた の
11ibid.,p.35.
だ。 彼 に と っ て、 世 界 は妻 の下 着 の手 触 りの柔 ら かな あ た りに 限 られ た よ うな もの だ 。 何 度
で も妻 の顔 が見 た か っ た。(p.63.)
シ ャル ル に と って、 エ ンマ との結 婚 は大 きな幸 せ で あ った。 シ ャル ル の胸 は喜 び に あ ふ れ、 幸
福 を か み しめ て い た。 そ れ は 「この女 を も う一 生 自分 の もの とす る こ とが で きた」 か らで あ る。
エ ンマ が 「妻 」 に な る と、 シ ャル ル は エ ンマ の こ とを 「自分 の所 有 物 」 と考 え て い る こ とが、 上
記 の 引 用 か ら も明 らか で あ る。 先 ほ ど述 べ た よ うに、 シ ャル ル は た だ で さ え対 象 を正 確 に捉 え る
こ とが で き て い な い。 そ れ に加 え て 、 シ ャル ル に と って の エ ンマ は、 もはや エ ンマ 自身 で は な く、
夫 に 所 有 され る 「妻 」 に な った の で あ る。 そ の た め、 シ ャル ル は い よ い よ エ ンマ の こ とを主 観 的
に 捉 え 、 エ ンマ 本 来 の姿 を 見失 って い る と考 え る こ とが で き るだ ろ う。
さて、 こ こまで エ ンマ に対 す る シ ャル ル の視 線 につ いて 分析 して きた。 シャル ル の ま な ざ しは、
結 婚 前 、結 婚 を意 識 した 時、 結 婚 後 に大 別 で き、 エ ンマ との 関係 性 に よ って変 化 して い る。 結 婚
前 はま じめ な 男 の 控 え 目で 客観 性 を持 った ま な ざ しで あ り、 結 婚 を意 識 した 時 は、 と りわ け エ ン
マ の 官能 的 な 側面 を と らえ た視 線 を送 って い た。 そ して、 結 婚 後 は、 所 有 者 と して の主 観 的 な視
線 を エ ンマ に 注 い で い る。 特 筆 す べ きは、 結 婚 後 の シ ャル ル の視 線 が エ ンマ個 人 で は な く、 「妻 」
を 眺 め るま な ざ しへ と変 化 して い る こ とで あ る。 これ は、 エ ンマ を 「個 」 で は な く、 類 型 化 さ れ
た 「妻」 と見 な して い る こ とを表 して お り、 そ れ が シ ャル ル の視 線 の変 化 に つ な が った の で あ ろ
う。
しか し、 エ ンマ は、 自分 が い わ ゆ る普 通 の妻 、 す な わ ち夫 か ら生 活 を保 障 さ れ、 そ の代 わ りに
家 庭 の 天 使 と して 夫 を 助 け る当 時 の一 般 的 な妻 と して類 型 化 さ れ る こ とが不 満 で な らな い。 エ ン
マ は少 女 時代 に修 道 院 で読 んだ 本 の 中 に あ るよ うな、 湖上 の竪 琴、 白 い羽飾 りをつ けた騎 士 、 ヴェ
ニ ス の 入 江 や ゴ ン ドラの船 子 な どの ロマ ンテ ィ ッ クな生 活 を夢 み て い た。 しか し、 シ ャル ル は そ
の よ うな エ ンマ の 内面 性 に は気 が つ か ず、 エ ンマ に対 し中産 階級 の理 想 的 な妻 と して の視 線 を送
りつ づ けた の で あ る。 そ の結 果、 エ ンマ は 夫 に嫌 悪 感 を持 ち、 淪 落 の恋 に落 ち て い く。 エ ンマ を
どの よ うに 捉 え 、 どの よ うな視 線 を送 るか。 シ ャル ル は エ ンマ の本 質 の捉 え方 に失 敗 した の で あ
り、 そ の こ とが 悲 劇 的 な結 末 を もた ら した と考 え られ る。
第2章 ロ ドル フ の 視 線 が 知 覚 した エ ン マ の 姿
次 に 、 第2章 で は、 打 算 的 で女 好 きな ブル ジ ョア男 で あ る ロ ドル フの視 線 が エ ンマ を ど の よ う
に 捉 え た の か 、 そ して そ の視 線 に どの よ うな ジ ェ ン ダー性 が 隠 さ れ て い る の か に つ い て分 析 して
い くこ とに す る。 ま ず は、 ロ ドル フが最 初 に エ ンマ を 見 た 時 の 印象 か らみ て い こ う。
1、 初 め て 会 った 時
か わ い い女 だ な。 き っ と(結 婚 生 活 に)退 屈 して い る に違 いな い。 都 会 に住 み た い、 毎 晩 ポ
ル カ を踊 りた い と。 か わ い そ う な女!ま な板 の上 で、 鯉 が 水 を恋 しが る よ う に、 あの 女 も恋
に 憧 れ て い る にち が い な い 。(中 略)そ れ に して も、 あ の 女 は こち らの 心 の 奥 ま で 錐 の よ う
に入 って くる 目を して い る。 それ にあ の青 白 い色!(中 略)お れ は 青 白 い肌 の女 が 大 好 き だ!
(p.142)
引 用 に あ る通 り、 ロ ドル フ も シ ャル ル と同様 、 エ ンマ の 目に着 目 して い る。 第1章 で述 べ た よ
うに、 シ ャルル は、無 邪 気 に そ して 大 胆 に じ っと見 据 え る エ ンマ の 目 を見 つ め 返 す こ とは で きず 、
思 わ ず うつ む い て 視線 を下 方 に や り、 エ ンマ の手 と髪 型 ば か りを見 て い た。 しか し、 ロ ドル フは
エ ンマ を 見 つ め 、 エ ンマ の全 体 の イ メ ー ジを と らえ、 す ぐさ ま エ ンマ の満 た さ れ な い感 情 を読 み
と って い る。 しか し、 一 方 で 、 「心 の 中 に錐 の よ うに入 って くる 目」 に対 して は無 意 識 的 に警 戒
心 と違 和 感 を抱 い た の だ ろ うか 、 す ぐに視 線 を そ ら し、 青 白 い肌 に興 味 を 移 し、 「大 好 きだ 」 と
エ ンマ の 身 体 に評 価 を下 して い る。 当 時、 青 白 い肌 は 「死 」 の イ メ ー ジ と結 び つ い て ロマ ンテ ィ
シ ズ ムを か き た て るた め、 男 性 た ち の憧 れ の対 象 で あ った12。 つ ま り、 ロ ドル フ に は当 時 の男 性
た ち に共 通 の 女 性 に対 す る俗 的 な 嗜好 一 上 品 さ、 は か な げ な雰 囲気 、 肌 の 白 さ一 な ど が あ り、 そ
の 好 み とエ ンマ の 外 見 が 合 致 した た め、 エ ンマ に興 味 を持 った の で あ る。 ロ ドル フは 出会 った そ
の 最 初 の 瞬 問 か ら、 エ ンマ に 固有 の特 性 よ り もむ しろ、 エ ンマ の持 つ 男性 が好 む外 形 的側 面 に惹
か れ て い るの で あ る。 ま た、 ロ ドル フは エ ンマ の他 の部 分 に ど の よ うな視 線 を送 って い る の だ ろ
う。
身 を か が め た は ず み に、 彼 女 の服 は広 間 の石 畳 の上 、 彼 女 の まわ り に広 が った 。 そ してエ ン
マ が腰 を か が め、 両 腕 を 開 き なが ら ち ょ っ と よ ろ め く と、 服 地 のふ くれ あが った と こ ろが 胸
の 曲線 に 沿 って、 と こ ろ ど こ ろ ほ こ ろ び た。(p.158)
彼 は 、 エ ン マが あ の 服 装 で 広 間 に い る さ ま を 思 い浮 か べ た 。 そ して 服 を 脱 が し てみ た。(p.
158)
ロ ドル フの 視 線 は、 衣 装 の上 か ら腰 、 胸 の 曲線 な どの エ ンマ の身 体 の輪 郭 を な ぞ って お り、 頭
の 中 で服 を脱 が せ て裸 体 を想 像 す る な ど、 ロ ドル フ の視 線 に は男 性 の性 的 な好 色性 が感 じ られ る。
12MichelPastoureau Bleu.Histoire d'une couleur(ミ シェル ・パ ス トゥロー著 『青 の歴史』)
(松村 恵理、松村 剛訳、筑 摩書房、2007年)





さて、エ ンマはシャルルを裏切 り、 ロドルフと不倫の関係を結ぶ。より親密さを増 した関係性
の中で、ロドルフはエンマにどのような視線を送 っているのだろう。












形、同 じ言葉を持つ女性」 として類型化 している。個人の特性や内面性には注意を払わず、根拠
もな く相手を自分の価値観の中で類型化するのは 「偏見」である。そのため、 ロドルフのエンマ
に対する視線には、「どの女 も同 じだ」という女性に対する男性優位の歪んだジェンダー意識が
垣間見られる。では、エンマはロドルフに対 して、 どのような振 る舞いをしたのだろう。























されている。 しか し、『ボヴァリー夫人』のテクス トには、「エンマと不倫の関係を結んだロドル





の遊び相手」 という具合に、エンマを一般化 し、 ラベ リングして捉えている。エンマに向ける視
線はロドルフの主観的なものであり、エンマを自分が設定 した枠組みの中に位置づけている。そ
のため、エンマがロドルフの形成 した枠組みから逸脱 し、 ロドルフとの真剣な恋を求めようとす
ると、エンマに対する思いは劇的に変化 し、恋心は消え去 ってしまう。つまり、 ロドルフの視線
は、 自分 の 価 値観 の 中 に女 を 当 て は め よ う とす る身 勝 手 な視 線 な の で あ り、 私 た ち は、 ロ ドル フ
の 視 線 の 中 に 、 女 性 に対 す る男性 の優 位 とい う歪 ん だ ジ ェ ン ダー意 識 を読 み と る こ とが で きる。
第3章 「男 性 化 」 した エ ン マ と レ オ ン の 視 線 の 変 遷
第3章 で は 、 エ ンマ と年 下 の愛 人 レオ ンの 視 線 につ い て 考 察 す る。 筆 者 は、 以 前 、 エ ンマ の
「男 性 化 」 に つ いて 論 考 した 。 「男 性 化 」 と は、 女 で あ る エ ンマが 、 男 の よ う に振 る舞 う こと で
あ る。 エ ンマ の しぐ さ、言 葉 、服 装 な どに は、 男 性 的 な振 る舞 い が見 られ る。 と くに、 エ ンマ は
レオ ンの前 で は 「男性 化 」 し、 男女 の ジ ェ ン ダー ロー ル が入 れ替 わ り、 レオ ンを手 な ず け、 精 神
的 に も肉 体 的 に も支配 して い る。 この よ うな 関係 に お い て、 エ ンマ は レオ ンか らは ど の よ うに見
られ 、 レオ ンに対 し、 どの よ うな視 線 を送 って い るの だ ろ う。
1、 理 想 化 した女 性像
恋 愛 の 初 期 に お い て、 レオ ンは エ ンマ に夢 中 に な り、 エ ンマ に賛 美 の こ も った熱 っぽ い視 線 を
送 って い る。
は じめ て レオ ン は女 の優 雅 さ と い う言 葉 に表 せ な い微 妙 な も の を 味わ っ た。 こん な に美 しく
品 の あ る言 葉 づ か い、 こ ん な に つ つ ま しい趣 味 の衣 装 、 ま ど ろ む鳩 の よ うな こん な に も愛 ら
しい挙 止 に 出会 っ た こ と が な か っ た。 彼 は、 エ ン マ の興 奮 す る魂 と ス カ ー トの レー ス に う っ
と り した。 しか も、 こ の女 性 は 「上 流夫 人 」 で、 そ の上 、 人 妻 で はな いか!こ れ こ そ、 恋 人
に相 応 しい女 性 で は な い か!(p.221)
レオ ンの ま な ざ しは エ ンマ を讃 え、 幸 福 に満 ち溢 れて い る。 エ ンマ の愛 ら しさ、 エ ンマ の品 性 、
振 る舞 い全 てが レオ ンに と って大 き な喜 び で あ り、 そ の喜 び は彼 が は じめて 知 った 「女 の優 雅 さ」
に よ る もので あ る。 しか し、 レオ ンは そ の 優 雅 さを 言 葉 に表 す こ とが で き な い。 「言 語 化 で き な
い 微 妙 な もの」 に こそ幸 福 と喜 び を感 じ る レオ ンの精 神 性 か らは、 あ る種 の未 熟 さ や不 確 か さ が
感 じられ る。 一 読 す る と、 た しか に レオ ンは エ ンマ を認 め、 エ ンマ に敬 意 さ え表 して い る か の よ
う に見 え るが 、 「これ こそ、 恋 人 に相 応 しい女 性 で あ る」 の 一 文 が 示 す よ うに、 レオ ンは、 結 局
自分 の 理想 化 した恋 人 像 を エ ンマ に 当 て は め、 勝 手 に喜 ん で い るだ け な の で あ る。 レオ ンが エ ン
マ を 自分 の イ メ ー ジ通 りの恋 人 と して理 想 化 して い るの は、 次 の 引用 か ら も分 か る。
13野 田(水 町)い お り 『ボ ヴァ リー夫人』 をめ ぐる一考察 一 「男性化」 す るエ ンマに焦点 をあてて一




の男性たちが好んでいた 「女 らしさ」を見いだし、エンマを称賛 している。一方で、 レオンは、














夢中になっている男の姿をみとめ、 レオンの視線が持つ甘美な力を感 じている。 これまでエンマ
は、シャルルやロドルフなどの男性から 「見られる客体」に過 ぎなかった。 しかし、 レオンとの






「赤らんだ一と彼女 は思 った」 という一文は、エンマの 「男性化」が完全なものでないことを
表 して い る。 つ ま り、 レオ ンが赤 らん で 見 え た の は、 あ くま で エ ンマ の主 観 に よ る もの で あ って
事 実 で はな く、 「赤 らん だ」 か ど うか の判 断 は、 男 で あ る レオ ンの 側 に あ るか らで あ る。
しか し、 エ ンマ は、 女 性 に特 徴 的 とさ れ て い た頬 を赤 らめ る行 為 を、 男 性 で あ る レオ ンの 中 に
見 い だ して い た。 そ して、 そ の男 を 「美 しい」 と評 価 し、 細 長 い 睫毛 、 な め らか な肌 、 頬 、 唇 …
と レオ ンの 身 体 を 視線 で な ぞ って い る。 ま るで、 シ ャル ル や ロ ドル フの視 線 が、 エ ンマ の身 体 を
撫 で るよ うに な ぞ り、評 価 して きた よ うに。 この 時、 た しか に エ ンマ は 「男性 化 」 し、 男 を見 る
主 体 に 変 化 して い るの で あ る。 で は、 レオ ンは そ の よ うな エ ンマ を ど の よ うに見 て い る の だ ろ う
か 。
エ ン マ は 過 激 、 大 食 い、 淫 蕩 にな った 。(中 略)レ オ ン は 、 た だ 、 エ ン マ の 気 に入 りた いた
め に、 エ ン マ の ど ん な趣 味 も受 け入 れ た。 エ ン マ はや さ しい言 葉 と レオ ン を と ろ け させ るキ
ス を心 得 て い た。(p.282-285)
エ ン マ は 荒 々 しく着 物 を脱 ぎ 、 コル セ ッ トの 細 紐 を 引 き抜 いた 。(中 略)そ れ か ら ま と っ て
い る も の を 一度 に か な ぐ り捨 て、 青 ざ め て、 言 葉 も な く、 興 奮 にふ る え て、 レオ ンの 胸 に と
び か か った。(p.289)
男 を とろ け させ るキ ス、 そ して 自 ら コル セ ッ トを外 し、 興 奮 に うち ふ るえ て 男 に飛 び か か る行
為 は、 当時 の ジ ェ ンダー規 範 か らは大 き く外 れ て い る。 この 引用 か ら も、 エ ンマ が 「男性 化 」 し、
男 女 の ジ ェ ン ダー ロー ル が逆 転 して い るの が分 か るだ ろ う。 エ ンマ の 「男性 化 」 は、 女 性 の希 望
や 欲 求(と くに 性 的欲 求)を 否認 して い た七 月王 政 期 の社 会 的 な デ ィス ク ー ル に対 す る、 あ か ら
さま で ス キ ャ ン ダ ラス な 挑戦 と も言 え るだ ろ う14。
や が て 、 エ ンマ の レオ ンに対 す る要 求 は エ ス カ レー トし、 自分 の趣 味 や好 み を押 し付 け る よ う
に な る。 カ ー テ ンの色 、 着 用 す る服 の生 地 、 言 葉 づ か い の み な らず 、 エ ンマ が 憧 れ た ル イ13世
の よ うに 髭 を はや す こ と も要 求 し、 レオ ンの身 体 に 注文 を つ け るよ うに な った。 レオ ンは、 エ ン
マ に 会 わ な い 時 間 に何 を して い た か を細 か く報 告 せ ね ば な らな か った。 レオ ンは次 第 に エ ンマ か
ら支 配 され る こ とが 恐 ろ し くな り、 エ ンマ へ の愛 も徐 々 に冷 め て しま う。 男 に支 配 さ れ て きた女
性 に 対 して は、 男 に優 し く愛 情 を 注 ぐ こ とが社 会 通 念 上 求 め られ て い るの に もか か わ らず、 男 が
女 性 に 支 配 され る とな る と、 とた ん に恐 怖 を感 じ、 愛 情 が冷 め、 エ ンマ を拒 否 さ え す る レオ ンを
通 じて 、 七 月 王 政 期 に お け る男性 優 位 の歪 ん だ ジ ェ ン ダー構 造 が 見 え て く るだ ろ う。 や は り、 女
は視 線 を享 受 す る客体 で あ り、 視 線 を送 る主 体 に は な りえ な い の で あ る。
14松 澤和宏 著 『『ボ ヴァ リー夫人」 を読 む』、岩波書店、2004年 。
こ こま で 、 「男 性 化 」 した エ ンマ の視 線 と、 「男 性 化 」 した エ ンマ を見 る レオ ンの視 線 を み て き
た 。 理想 化 した 女 性像 を エ ンマ の 中 に 見 い だ して い た レオ ンに と って、 エ ンマ の 「男 性 化 」 は許
容 で きな か った。 フ ロベ ー ル は、 た とえ ジ ェ ン ダー ロー ル が入 れ替 わ った と して も、 そ れ は一 過
性 の もの で あ り、七 月 王 政 の フ ラ ンス社 会 に深 く根 付 い て い た男 性 優 位 の ジ ェ ンダ ー意 識 に お け
る男 女 の主 従 関 係 に何 ら影 響 を及 ぼ さ な い こ とを、 エ ンマ の 「男 性 化 」 に よ る ジ ェ ン ダー 的転 倒
の 結 果 、恋 の 終 焉 が訪 れ る とい うス トー リー で 暗 に示 そ う と して い るの か も しれ な い。
お わ り に
本 稿 は、主 人 公 で あ るエ ンマ の 身体 が、 男 た ち か ら どの よ うに見 つ め られ、 評 価 さ れ て きた の
か を 明 らか に し、 男 た ち が エ ンマ に 向 け る視 線 の 中 に、 ど の よ うな ジ ェ ン ダー意 識 が存 在 す る の
か を 分 析 す る こ とを 目的 と して い た。
エ ンマ を 見 る男 た ち の ま な ざ しを分 析 して み る と、 夫 で あ る シ ャル ル も、 愛 人 の ロ ドル フ も レ
オ ンも、 エ ンマ 個 人 を 見 て い な い こ とが分 か る。 エ ンマ の身 体 は、 シ ャル ル に と って は 「妻 」 で
あ り、 ロ ドル フに と って は 「恋 の遊 び相 手 」、 「都 会 の女 」 で あ り、 レオ ンに と って は 「理 想 的 な
天 使 の よ うな 女 性」 で あ った。 本 来 、 エ ンマ の客 体 は 唯一 固有 の もの で あ る に もか か わ らず、 こ
の よ うに さま ざ ま な 見方 を され るの は、 男 た ち が エ ンマ の身 体 を 自分 た ち の見 た い よ うに見 て い
た か らで あ る。 彼 ら は身勝 手 な視 線 を エ ンマ に 身体 に 向 け、 そ して エ ンマ を類 型 化 した女 性 の価
値 基 準 の 中 に位 置 づ けよ う と して い る。 これ は、 男性 の視 線 に よ る女 性 の身 体 の規 範 化 で あ り、
男 性 の 視 線 に よ る女性 の拘 束化 で あ る。 つ ま り、 男 た ち の視 線 は、 エ ンマ との 関係 性 が そ れ ぞ れ
異 な って い て も、七 月 王 政 期 の 男性 優 位 の社 会 規 範 を体 現 して い る と言 え る の で あ る。
しか しな が ら、 エ ンマ はそ の 「男性 た ち の ま な ざ しに よ る拘 束 」 か ら逸 脱 しよ う とす る。 た と
え ば 、 シ ャル ル の 「エ ンマ ー妻 」 とい う視 線 か ら逃 れ るた め に、 エ ンマ は妻 と して の役 割 を放 棄
し、 規範 を 外 れ て 不倫 を す る。 ま た、 ロ ドル フの 「エ ンマ ー恋 の戯 れ」 とい う身 勝 手 で不 誠 実 な
視 線 に対 して は、 本気 の恋 や純 粋 な恋 を 求 め、 駆 け落 ち を提 案 して い る。 さ らに、 レオ ンの 「エ
ンマ ー理 想 の女 性 ・天 使 」 と い う窮 屈 な視 線 に は、 「男 性 化 」 を して ジ ェ ン ダ ー ロ ー ル の逆 転 を
引 き起 こ し、 レオ ンを手 な ず け支 配 しよ う とさ え して い る。 多 くの女 性 た ち が、 男 性 た ち の視 線
に さ らされ 、 「見 られ 、 評 価 され る客 体 」 に しか す ぎな か った 社 会 風 俗 の 中 に あ って 、 エ ンマ は
自 らを 類 型 化 しよ う とす る男 た ち の視 線 を た だ受 容 す るだ け の女 で は な か った の で あ る。
と ころ が 、 エ ンマ の試 み は全 て が失 敗 に終 わ る。 男 た ち は、 エ ンマ に身 勝 手 な視 線 を送 り続 け
て エ ンマ の 身 体 を拘 束 す る もの の、 エ ンマ が そ の視 線 の拘 束 か ら逸 脱 す る と、 エ ンマ に対 す る賞
賛 は消 え 、 愛情 さえ も冷 め て しま うの で あ る。 つ ま り、 男 た ち の エ ンマ に送 る視 線 は、 七 月王 期
政 当 時 の 男 性 優 位 の価 値 意 識 、 歪 ん だ ジ ェ ン ダー構 造 を見 事 に体 現 して い る と言 え る だ ろ う。
しか しな が ら、 私 た ち は、 男 の ま な ざ しに よ る支 配 や束 縛 か ら逸 脱 す る こ とを試 み る エ ンマ の
姿 に 、 当 時 の 社 会 が有 して い た ジ ェ ン ダー 的諸 問題 に対 して従 順 に従 うの で は な く、 自分 の望 む
よ うに生 きた い と願 い、 そ れ を具 現 化 しよ う と 自 らの意 思 で行 動 す る意 志 を み る こ とが で きる。
フ ロベ ー ル は、 「今 、 この と き、 フ ラ ン スの 多 くの村 々 で ボ ヴ ァ リー 夫 人 は泣 いて い る」15と書 簡
に綴 り、 家 父 長 制 の 強 い社 会 規 範 に と らわ れ、 自 己解 放 を求 め る こ とが タ ブ ー とさ れ た女 性 た ち、
特 に地 方 の 中産 階 級 の 女性 の鬱 積 した感 情 を 『ボ ヴ ァ リー夫 人 』 の 中で 描 き出 して い る。 フ ロベ ー
ル は、 エ ンマ を 通 じて地 方 の 中産 階級 の ブル ジ ョア女 性 た ち の 閉塞 感 を表 現 して い る が、 そ の男
性 優 位 の ジ ェ ン ダー 規範 に 由 来 す る閉塞 感 は、 本 稿 の試 み で あ るエ ンマ の身 体 に 向 け られ た登 場
人 物 の 視 線 を 分 析 に よ って も見 い だ す こ とが で き るだ ろ う。 エ ンマ は、 男 性 た ち の視 線 が もた ら
す 閉 塞 感 か ら逃 れ よ う と葛 藤 し、 七 月 王 政期 の社 会 通 念 や男 性 優 位 の視 線 の拘 束 か らの解 放 に挑
戦 した 女 だ と も言 え るの で はな い か。
本 稿 で は、 「ボ ヴ ァ リー夫 人 』 の登 場 人 物 、 と くに シ ャル ル 、 ロ ドル フ、 レオ ンの3名 の視 線
に 焦 点 を 当 て て 分 析 を お こな った が、 『ボ ヴ ァ リー夫 人 』 に描 か れ た エ ンマの 身 体 描 写 の 中 に は、
作 者 で あ る フ ロベ ー ル の観 念 の 中 に あ る女 性 観 や ジ ェ ン ダー意 識 が、 厳 然 た る事 実 と して結 実 し
て い る。女 性 の身 体 を描 写 す る際 の、 男性 作 家 で あ る フロ ベ ール の意 識 的、 無 意 識 的 な ジェ ンダー
意 識 の 考 察 は、 『ボ ヴ ァ リー夫 人 』 の ジ ェ ンダ ー構 造 を 解 明 す る上 で 重 要 な手 掛 か り と な りえ る
だ ろ う。 これ は、 作 者 、 語 り手 、 登 場 人 物 とい う3つ の 視 点 が ど の よ うに交 差 す るか と い う問題
を も新 た に 提起 す る。 これ らに つ い て は筆 者 の今 後 の課 題 と し、 稿 を あ らた め た い。
151853年8月14日 、 ル イ ー ズ ・コ レ宛 て の 書 簡 。 「地 方 風 俗 」 と い う 『ボ ヴ ァ リー 夫 人 」 の 副 題 につ い て、
目身 の 見解 を表 した もの で あ る。
